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参考資料７ 浮き楽栽培法による水稲育苗 

発泡スチロール製フロートに培地を充填した水稲育苗箱を載せ、その自重で育苗箱底面が 5mm ほど

浸水した状態でプールに浮かばせて管理する育苗方法。育苗ハウス遊休期間にその設備を用いて葉菜

類の栽培も可能。発芽、緑化をフロート上で行えば、さらに省力。 

技術のポイント 

1）C 型軽量鉄骨等による枠とフィルムで作成したプールに育苗箱を浮かばせる 

2）育苗箱底面が常に浸水しているので毎日のかん水作業は不要 

3）育苗箱が浮かんで水平を保つのでプール底の精密な均平作業が不要 

4）同一設備で葉菜類栽培も可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、農業技術センターホームページ掲載の「浮き楽栽培法マニュアル」を参照。 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/30/sonotakankoubutu.html 

 

 

  

0.1mm 厚ビニルフィルム 水稲育苗箱 

高さ 10cm の C 型軽量鉄骨など 

プール 

発泡スチロール製フロート（縦 61×横 92×厚さ 2.5 or3cm） 

揃える材料  

・プール枠：プールの深さを10cmにできるもの 

C型軽量鉄骨、塩化ビニルパイプ、木材など 

・防水資材：0.1mm厚のビニルフィルム 

・フロート：発泡スチロール製板 

縦183×横92×厚さ2.5または3cm 

充填する培地量によってフロートの厚さを選択 

フロートの作成  

・発泡スチロール製板を3分割して縦61×横92cm 

のフロートを作成。 

・このフロート1枚に、水稲育苗箱を3箱載せる。 

断面図 

平面図 


